
平成31年度予算

子育て
保育環境の整備� ８億3,904万円
保育体制の強化や保育人材の確保のほか、保育
需要が増加している豊田地区での認定こども園
の新設や寺泊地区
の統合保育園の新
設を進めます。

健康・福祉
胃がんリスク検診の対象者の拡大
� 2,986万円
ピロリ菌などの検診を、若い世代に対象を拡充
して実施。中学２年生に対しては検査と除菌を
行います。

風しんの予防接種の実施� 5,155万円
抗体保有率の低い世代の男性に対する抗体検査
と予防接種を無料で実施します。

防災
栃尾地域にヘリポートを整備� 970万円
救命率向上のため常
時離着陸ができるヘ
リポートの整備に着
手します。

除雪イノベーション研究会の立ち上げ
� 33万円
道路除雪の新技術を産学官が連携して研究します。

民間ブロック塀などの安全対策費用を助成
� 450万円
➡Ｐ38

住環境・地域経済
住宅・空き家リフォーム費用の助成
� 5,000万円
三世代が同居する世帯の住宅リフォームの補助
を拡充します。➡Ｐ39

低所得者・子育て世帯向けプレミアム付き
商品券の発行� ３億5,491万円
２万５千円分の商品券を２万円で販売します。

地域インフラの整備� 262億245万円
道路や河川、学校、福祉施設、上下水道など、
生活に密着した身近な公共事業を実施します。

2暮らしの安心と安全の確保
子どもの貧困対策の推進� 1,038万円
困難を抱える家庭を必要な支援につなぐ「子ど
もナビゲーター」を１人増員して２人配置しま
す。生活困窮世帯の子どもの学習塾受講を支援
します。

医療的ケアが必要な子どもの
保育園入園体制の整備� 200万円
医療的ケアが必要な子どもの保育園受け入れを
モデル事業で実施します。

産後デイケアるーむ「ままナビ」を
４カ所増設� 498万円

自殺対策の強化� 227万円
悩みを抱えている人に気付き対応できる「ゲー
トキーパー」を重点的に育成。関係機関との連
携や企業への働き掛けを行い、自殺対策の取り
組みを進めます。

人工内耳体外機と視覚障害者用血圧計の
購入費用の助成� 67万円

精神障害者の家族相談への支援� 15万円

地域の安心
包括的な道路維持管理� 9,280万円
川口地域に続き、三島・小国地域でも市道の包
括的な維持管理業務を民間に委託します。

集落支援員の増員
� 2,031万円
地域に寄り添い活
動する集落支援員
を７人増員し、16
人配置します。

交通空白地区における公共交通確保のための
社会実験の実施� 480万円

3がんばる市民・団体と地域の支援
子ども食堂への支援� 50万円
子どもや地域住民の居場所
となる「子ども食堂」を運
営する団体を支援します。

地域おこし協力隊の増員� 6,623万円
地域協力活動を行う隊
員を６人増員し、18人
配置。任期が終了する
隊員の市内での起業も
支援します。

「栃尾地域交流拠点施設(仮称)」の整備
� ２億4,122万円
栃尾支所周辺の公共施設の再編に向け、新たな
地域交流拠点施設の整備に着手します。

2020東京五輪・パラリンピックに向けた選
手強化と機運醸成� 4,424万円
2020東京五輪に向けてオーストラリア競泳チームの
合宿の受け入れと市民交流、長岡ゆかりのトップア
スリートの活動を支援
します。

市民の力
「はつらつ広場」の増設� 1,488万円
現52カ所から８カ所増設し、高齢者の社会参加
と生きがいづくりを支援します。➡Ｐ37

地域の力
地域の宝（地域資源）の磨き上げ� 4,965万円
地域づくりの柱となる「地域の宝」を磨き上げる
住民主体の取り
組みを支援しま
す。

スポーツ
障害者スポーツの推進� 94万円
障害の有無に関わらず市民がスポーツに親しむ機会
を広げます。

バスケによるまちづくりの推進� 950万円
新潟アルビレックスＢＢと協働で、バスケのまち・
ながおかをＰＲします。

▶国際大会の事前合宿で訪
れた、リオ五輪金メダリス
ト・ケイト・キャンベル選
手など豪・競泳チームによ
る子どもたちへの指導
（昨年８月４日）

▶宮内保育園の園児。
2020年度の民営化に向
けて、保育業務の円滑
な引き継ぎを進めます

▶月１回開催している「新町みん
な食堂」

▶住民が気軽に集い交流する
「よったかり場」を運営する
協力隊（右）

▶中之島中央小学校
の児童による大凧の
絵付け体験

支援員（右から２人目）が
集落で行うお茶飲み会
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